
  

「黙想をさらに深く」 

 

 

 聖書の黙想が重要なのは言うまでもありません。しかし、黙想したみ

言葉を生活の中に浸透させていくことは簡単ではありません。み言葉

に従う力が作用するためには、黙想の濃度が濃くなければなりません。 

人の考えや食べ物の味が深まるためには時間をかけることが必要

ですが、黙想についても同じことがいえます。 

 

私たちがみ言葉を黙想する時、聖霊は決して見物しておられるわけ

ではありません。私の経験によると、黙想が深まってくると、聖霊はさら

に多くのみことばと長い時間の中に私を導かれます。私よりも聖霊が喜

ばれ、長い時間一緒に過ごすことを望まれるのです。 

 

従順は聖霊に満たされてこそ可能になります。まるでコップが水で

いっぱいになると溢れるように、聖霊の満たしは、みことばが心の中に

満ちあふれることを意味します。みことばに対する信仰、喜び、感謝、

悔い改めが溢れると、従うことが楽しくなります。 

 

誰でもみことばを黙想する時間に心を込めるなら、聖霊の心を感じ

るようになります。聖霊に敏感に反応して真実に応答する時、黙想の

深さも変わります。そして、そのあふれる恵みは内面から湧き上がる変

化を生み出すでしょう。 

心から人生の変化を望んでいるなら、黙想の濃度を点検してみまし

ょう。 

 

                   リビングライフ・コラムより 

 

           
 2023 年 09 月 17 日 

 
 

            

                

 

§今年の教会テーマ 

「恵みあふれる教会」 

 

§今年の主題聖句 

     「私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、     

  恵みの上にさらに恵みを受けた。」 ヨハネ 1 章 16 節 

 

 

 

 

〒513-0035 鈴鹿市矢橋町 471-2 

宗教法人 日本ネクスト･タウンズ･クルセード 

      鈴鹿キリスト福音教会   

     059-383-5145（教会） 

 

 

 



 
今週の礼拝メッセージ    輝子伝道師 

        タイトル     「御顔の先を覚えて」 

聖書箇所       ルカ 5 章 1〜12 節 

 
① 不可能を用いるイエス 
 ・空の舟からの説教 

  ・予想を超えるチャレンジ 
 

  
② 私の人生に奇跡をもたらすイエス 

・へり下ったお姿 
・御言葉の剣 

 
 

兄姉と分かち合い、個人デボーションの手がかり 
1． 今までに、自分には応答出来ないと返してしまったような、  

神様からのチャレンジがありましたか？ 
 

2．人には絶対に出来ないと、限界を感じている問題はありま

すか？ 
 

3．否定的な言葉や思いに立ち向かい、神の側に自分を立たせる 

『あなたにとっての御言葉の剣』は何ですか？ 

それを宣言していきましょう。 
 
※真実で完全な神様に信頼して、与えられたチャレンジや、抱え 

ている問題にキリストの復活の命が与えられるよう、わたし達の

主である神ご自身を第一として日々歩むことが出来るように祈

りましょう。 
 

 

毎日の信仰告白 

 
「恐れるな、喜べ。もっと喜べ、 

今最高に喜べ、感謝せよ、主にあって 
主イエス様を信じる私に、今日も良いことがあります 
主イエス様を信じる私に、今日も美しいことが始まります 
神は善にして善を行なわれます 
マイナスはプラスに 不可能は可能に 
全てあい働いて益とされます 
わたしは恐れ退いて滅びる者ではありません 
信じていのちを保つ者です 
私と私の家族はみな救われます。ハレルヤ」 

 

           〚報 告〛 

※ 本日の午後 1 時半から除草奉仕会があります。暑い中ですが

できるだけ短時間で済ませることにしています。兄姉のご協力

をお願いします。なお、同じ時間帯で、毎月ピリポで行っていま

す「お友達さんび」には、いつものメンバーが出かけていきます。 

※ 明日１８日の午前１０時から、 南アジアの宣教困難国で宣教

活動されている先生（女性）が来会され、宣教レポートをしてい

ただきます。宣教困難国における伝道の働きと執り成しの祈り

の時を持ちたいと思います。時間の取れる方はおいで下さい。 

※ 今週は「日本伝道会議」という超教派の大会が、全国から多数

の教役者や信徒リーダーが参加して催されます。これに輝子伝

道師も出席しますが、神学生の泉田兄も KBI から大会の奉仕

者として参加します。 祝福をお祈りください。 

※ 今週の 22 日の金曜日には今月の「つながるカフェ」があります。 

 


